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研究成果の概要（和文）：チベット・ビルマ語派ルイ語群に属する言語のうち、ビルマではなさ

れるカドゥー語とガナン語を中心に、基礎語彙調査を中心とした記述言語学的研究をおこなっ

た。収集した資料をもとに、両言語の音声について、特に声調を中心に共時的・通時的体系を

あきらかにした。ルイ語群に属する諸言語（カドゥー語、ガナン語、チャック語、アンドロ語、

センマイ語）を比較し、歴史的にさかのぼると推定されるルイ祖語の形式を提示した。 

 
研究成果の概要（英文）：Descriptive linguistic fieldworks on the Lusih languages, especially 

on Kadu and Ganan, have been carried out several times in Burma, focusing on their basic 

vocabularies. As a result, the phonological system of Kadu and Ganan, especially its tone 

system, was made clear both from the synchronic and diachronic point of view. A historical 

and comparative phonology of Luish languages (Cal, Kadu, Ganan, Andro and Sengmai) 

was studied and more than 300 Proto-Luish forms have been reconstructed. 
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１． 研究開始当初の背景 

 

（1） 代表者は、2000 年からチベット・ビ
ルマ語派（Tibeto-Burman）ルイ語
群（Luish）に属するチャック語（Cak: 

話者数 2000 人）の研究を開始した。
基礎語彙や民話資料の収集につとめ、
2008 年には博士論文「チャック語の

記述言語学的研究」としてまとめる
ことができた。博士論文では、チャ
ック語の音韻論、形態論、統語論を
中心に網羅的記述をおこなった。 

 

 

（2） 代表者は、チベット・ビルマ語派ル
イ語群に属するカドゥー語（Kadu: 
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話 者 数 20000 人 ） と ガ ナ ン 語
（Ganan: 話者数 7000 人）について
も 2007 年から予備的な調査を開始
した。 

 

 

（3） その結果、カドゥー語とガナン語は、
語彙的のみならず、文法的にもチャ
ック語とよく類似していることがわ
かってきた。たとえば移動をあらわ
す助動詞や、類別詞について、この
三言語にのみみられ、周辺言語には 

みられない特徴を発見した。 

 

 

（4） ルイ語群の諸言語は話者数がすくな
く、いわゆる「消滅の危機に瀕した
言語」であり、言語資料の記録と保
存が急務である。 

 

 

２． 研究の目的 

 

（1） カドゥー語について音韻体系を把握
し、1000 語規模の基礎語彙を収集す
る。 

 

 

（2） ガナン語について音韻体系を把握し、
1000 語規模の基礎語彙を収集する。 

 

 

（3） チャック語をカドゥー語やガナン語
と比較し、ルイ語群の諸言語にみら
れる基本的言語特徴をあきらかにす
る。 

 

 

３． 研究の方法 

 

（1） バングラデシュでチャック語につい
て言語学的な臨地調査を実施する。 

 

 

（2） ビルマでカドゥー語とガナン語につ
いて、言語学的な臨地調査を実施す
る。 

 

 

（3） 臨地調査では、東京外国語大学アジ
ア・アフリカ言語文化研究所の新谷
忠彦教授による、シャン文化圏（ビ
ルマ・タイ・ラオス・中国雲南省に
またがる地域）での言語調査に重点
をおいた基礎語彙調査票を主として

もちいる。 

 

 

（4） 文法項目の調査については、特定の
理論的枠組みに依拠することなく、
さまざまな言語の記述にもちいられ
る基礎的な概念をもちいて、記述を
おこなうようにこころがける。 

 

 

（5） 調査中は、調査時間のすべてを録音
すると同時に、個別に発音を録音し
たり、民話を記録したりするなど、
良質な一次資料の記録と保存につと
める。 

 

 
４． 研究成果 

 
（1） 基礎語彙を中心にガナン語の語彙を

三千語程度収集した（ただし予定よ
りもおおくの語彙を収集できたため、
論文としてまとめるにはもうすこし
時間がかかる予定）。 
 
 

（2） ガナン語の音韻体系をあきらかにし
た。特に高声調のあとにあらわれる
中声調が変調することにより低声調
が発生しているという規則と、その
気息が共時的にも通時的にも適応さ
れている事実を、世界ではじめて解
明した。 
 
 

（3） ガナン語の民話を数編録音し、かき
おこすことができた（ただし、整理
して発表するにはさらに時間がかか
る予定）。 
 

 

（4） 基礎語彙を中心にカドゥー語の語彙
を三千語程度収集した（ただし予定
よりもおおくの語彙を収集できたた
め、論文としてまとめるにはもうす
こし時間がかかる予定）。 
 

（5） カドゥー語の民話を数編録音し、か
きおこすことができた（ただし、整
理して発表するにはさらに時間がか
かる予定）。 
 

 

（6） カドゥー語の音韻体系をあきらかに
した。そしてガナン語と同様の声調



規則があることを解明した。さらに
カドゥー語においては、中声調のあ
とにあらわれる低声調が変調するこ
とにより、下降調が発生していると
いう事実も、世界ではじめて解明し
た。 
 

 

（7） チベット・ビルマ語派ルイ語群の諸
言語（チャック語、カドゥー語、ガ
ナン語）にみられる音対応をあきら
かにし、300 語以上のルイ祖語形式を
世界ではじめて再構した。 
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